
年度 2007  学期 後期 曜日・校時  木 3       必修選択     必修 単位数   1 

授業科目/(英語名) 
 

総合英語 II 
Comprehensive English II 

対象年次 1 年次 講義形態   演習 教室  

対象学生(クラス等)     Tb         科目分類   外国語科目（英語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員：勝俣 好充        /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：      /研究室：非常勤講師室           
/オフィスアワー：木 3限終了後 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい：あらためて英語を学ぶ目的と方法、考え方を整理し明確化することで、これまでの英語学習の蓄積を活性化
することを主眼とする。特に読解に重点をおく。 
 
授業方法：音声、文法、論旨の把握に関する基本事項を確認し、テキスト演習をとおしてその運用能力の定着はかる。 
 
 
授業到達目標：まとまりのある英語文献から必要な情報を得ることができる。 
 
 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)  
授業内容（概要） ：英語学習に対する考え方を整理、明確化し、これまで蓄積してきた音声、文法、論旨の把握に関する基本
事項を再確認し、テキスト演習によって、その活性化と運用能力の向上をはかる。 
  授業前半では復習、後半では予習が欠かせない。 
 
第１回 英語を学ぶ目的、方法、考え方 
第２回 音声の基本事項（１） 
第３回 音声の基本事項（２） 

第４回 文法の基本事項（１） 
第５回 文法の基本事項（２） 
第６回 文法の基本事項（３） 
第７回 文法の基本事項（４） 
第８回 論旨把握の基本事項（１） 
第９回 論旨把握の基本事項（２） 
第１０回 テキスト演習（１） 
第１１回 テキスト演習（２） 
第１２回 テキスト演習（３） 
第１３回 テキスト演習（４） 
第１４回 テキスト演習（５） 
第１５回  定期試験  
 
 
 
 
 

キーワード  
教科書・教材・参考書 
 
 
 

 
プリントを使用。参考書はそのつど指示する。 
 
 

成績評価の方法・基
準等 

 
積極的な授業への参加 20%, 演習問題 30%、定期試験 50%等を総合的に判断する。 
 
 
 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


